
利

用

し

ま

す

。

場

で

す

。

さ
ら
に
、
い
ま
ま
で
体
育
錨
設
施
設
は
、
宿
治
棟
(
十
五
人

が
な
が
っ
た
た
め
に
、
史
子
生
や
用
)
二
棟
に
、
高
床
式
フ
レ
ッ
シ

高
校
生
の
利
荊
が
あ
り
ま
せ
ん
で
ュ
エ
ア
ー
デ
ン
ト
十
人
照
一
一
十
一

し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
合
宿
等
大
様
と
、
五
人
用
が
十
棟
建
設
さ
れ

い
に
利
隔
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
ま
す
。
こ
の
外
、
管
環
棟
、
使

す
。
も
ち
ろ
ん
、
設
い
て
い
る
日
所
、
炊
事
棟
二
棟
、
キ
ャ
ン
プ
フ

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
コ
ミ
ス
ア
イ
ア
I
場
な
ど
も
建
設
さ
れ
ま

ニ
テ
ィ
活
動
の
一
場
と
し
て
も
利
用
す
。
全
体
の
蕗
績
は
二
万
七
手
九

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
百
五
十
五
平
方
れ
で
、
平
塚
球
場

2
2言、
美

し

い

う

、

喜

多

島

ホ

ー

ル

謀

議

在

方

の

ト

ト

に

説

話

ン

ハ

月

緑
、
新
鮮
な
空
気
、
燃
く
太
陽
の
設
さ
れ
ま
し
た
。
多
沼
的
ホ
ー
ル
の
運
営
に
つ
い
末
で
、
七
月
一
臼
か
ら
利
用
で
き

下
で
遊
び
、
自
然
に
親
し
み
な
が
て
は
、
び
わ
青
少
年
の
家
の
選
営
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ら
、
青
少
年
の
健
全
裏
量
る
事
問
問
的
ホ

i
ル

方

法

高

じ

で

す

。

語

施

設

で

す

。

は

ス

ポ

j
ツ

も

し

た

が

っ

て

、

多

員

ホ

品

、

欝

支

ぶ

ろ

も

盤

宿

一

審

理

棟

(

収

容

人

員

六

十

開

明

治

棟

、

野

外

施

設

は

、

そ

れ

ぞ

設

し

て

い

設

す

人
)
に
は
、
ロ
ピ
1
、
念
品
、
浴
完
成
し
た
愛
回
初
ホ
i
ル
は
、
れ
独
自
で
利
用
で
き
、
併
設
し
て

室
、
研
修
室
、
街
泊
案
(
七
室
)
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
利
引
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
露
天
ぶ
ろ
は
、
ひ
ら
つ
か
天
城

が
縫
い
、
子
供
た
ち
が
楽
し
く
利
活
動
、
集
会
等
の
で
き
る
多
目
的
た
だ
し
、
七
月
、
八
月
は
、
子
山
荘
の
東
側
聞
の
小
高
い
所
に
建
設

用
し
て
い
ま
す
。
な
施
設
で
す
。
設
備
と
し
て
は
、
供
会
等
の
箔
治
棟
と
キ
ャ
ン
プ
場
し
て
い
ま
す
。
男
子
の
浴
槽
が
二

屋
外
に
は
、
野
外
絡
設
と
し
て
パ
h
v
l
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
の
宿
泊
が
あ
る
た
め
、
子
供
会
等
っ
と
女
子
の
浴
槽
が
一
つ
で
す
。

八
十
人
収
容
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
場

1

ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
事
球
等
の
利
用
を
優
先
し
ま
す
。
山
荘
の
利
用
客
や
キ
ャ
ン
プ
場

が
あ
り
、
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
や
教
の
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
体
育
室
、

φ
問
問
い
合
わ
せ
の
人
た
ち
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

策
路
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ス
、
炊
事
放
送
室
、
更
衣
室
な
ど
が
あ
り
ま
利
用
方
法
等
詳
し
い
こ
と
は
、
ま
す
。
温
泉
は
、
昨
年
十
二
月
に

場
等
の
整
備
が
さ
れ
、
自
然
に
殺
す
。
屋
外
に
は
、
パ
レ
!
ボ
1

び
わ
轡
少
昂
の
家
(
電
諮
問
。
保
健
所
の
許
可
が
お
り
て
い
ま
す

し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ル
、
テ
ニ
ス
等
の
で
き
る
広
場
も
八
七
一
)
に
直
接
お
た
ず
ね
く
だ
の
で
、
山
荘
と
露
天
ぶ
ろ
の
潟
方

し
か
し
、
雨
が
降
る
い
し
、
震
外
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
い
。
な
お
、
夏
休
み
の
利
用
に
で
利
用
し
ま
す
。
湯
量
も
議
室
に

で
の
活
動
や
ゲ
ー
ム
が
で
き
な
〈
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン
の
つ
い
て
は
、
広
一
報
紙
部
月
号
で
お
あ
り
ま
す
。

な
り
、
不
便
を
き
た
し
て
い
ま
し
雨
対
筑
と
し
丈
侠
信
施
設
に
も
知
ら
せ
し
ま
す
。
工
纂
の
完
成
は
、
キ
ャ
ン
プ
場

た

。

と

問

じ

六

悶

月

末

臼

で

す

。

そ
こ
で
、
天
候
に
左
お
さ
れ
な

い
、
健
全
な
活
動
が
で
き
る
よ

「
平
時
都
市
び
わ
青
少
年
の
家
」
に
時
閣
議
中
だ
っ
た
多
目
的
ホ
i
ル
が
完
成
し
、
四

月
十
六
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
休
養
の
郷
天
城
湯
ケ
島
町
「
ひ
ら

つ
か
天
城
山
液
」
に
選
議
中
の
キ
ャ
ン
プ
場
も
、
六
月
末
日
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

今
年
の
麦
は
、
青
少
年
に
と
っ
て
楽
し
み
な
夏
休
み
に
な
る
で
し
ょ
う
。

人cl 235，813入

数帯 75，782数帯

(63年 2月 1日現在〉

ひ
ら
つ
か
天
城
山
荘
は
、
市
由
民
完
備
し
た
九
ホ
ー
ル
の
ミ
一
一
ゴ
ル
ひ
ら
つ
か
天
城
山
荘
は
、
現
在

休
獲
の
痴
と
し
て
、
天
城
湯
ケ
島
フ
場
一
や
、
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
客
室
が
八
議
あ
白
、
四
十
八
人
収

可
に
昭
和
六
十
一
年
四
月
に
オ
1

素
足
で
大
地
に
触
れ
る
日
本
で
初
容
で
き
ま
す
。

プ
ン
し
ま
し
冷
め
て
の
は
だ
し
の
公
関
も
で
き
て
増
築
は
、
利
用
者
盆
萎
に
よ

山
夜
の
田
畑
践
に
は
、
「
天
城
ふ
い
ま
す
。
り
、
家
族
部
盤
(
十
資
便
器
問
、

る

さ

と

広

場

」

が

あ

り

、

野

球

場

床

の

間

)

図

震

と

、

研

修

用

の

広

主
義
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
キ
ャ
ン
ブ
場
は
関
(
四
十
二
翠
で
す
。
工
事
の

コ
ー
ト
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
一
施
設
が

6
用
鵠
由
持
成
震
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
よ
り
ひ
と

整

備

さ

れ

て

い

ま

す

。

足

早

く

一

五

月

二

十

八

日

で

す

。

野
時
世
場
は
、
一
向
翼
一
段
川
も
あ
る
+
巾
で
は
、
こ
こ
に
昭
和
六
十
二

大
型
野
球
場
で
す
。
テ
ニ
ス
コ
1

重
か
ら
キ
ャ
ン
芝
雪
一
露
一
室
利
期
的
生
方

ト
は
、
全
失
候
澄
コ
ー
ト
で
十
面
ろ
の
建
設
、
そ
し
て
、
山
荘
の
増
ひ
ら
つ
か
天
城
山
荘
、
キ
ャ
ン

あ
り
、
夜
間
照
明
も
鍛
え
て
い
ま
築
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ブ
場
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
拘
用
申

す
。
毒
菌
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
ラ
キ
ャ
ン
プ
一
場
は
、
青
少
年
や
市
し
込
み
は
、
ひ
ら
つ
か
天
城
山
荘

グ
ピ
1
、
サ
ッ
カ
ー
、
フ
ッ
ト
ボ
民
の
み
な
さ
ん
が
、
大
自
然
の
中
(
竜
君
五
五
八
八
i
七
i
一
0

1
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
で
自
然
を
観
察
し
た
り
、
ス
ポ
1

五
O)
で
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
休

ボ
ー
ル
沿
ど
が
で
き
る
グ
ラ
ワ
ン
ツ
に
毅
し
ん
だ
り
で
き
る
よ
う
建
み
等
に
利
用
し
た
い
方
は
、
地
域

ド
が
二
百
出
あ
り
ま
す
。
設
し
て
い
る
も
の
で
、
二
百
九
十
づ
く
り
諜
(
内
縁
二
四
回
)
に
お

ま
た
、
打
払
放
し
の
練
油
由
場
を
人
を
収
容
す
笠
人
き
な
キ
ャ
ン
プ
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。



麺寵属轟

瀦磁路指i

昭
和
六
十
三
年
春
の
全
日
出
交
通
安
全
運
動
は
、
四
月
六
臼
一
人
増
加
し
て
い
る
。
-
ブ
レ
!
キ
、
ラ
イ
ト
な
ど
を
議

(
水
)
か
ら
十
五
日
(
金
)
ま
で
の
十
日
開
。
新
入
学
(
魁
)
児
一
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
一
一
輪
一
備
し
た
安
全
な
自
転
車
に
乗
ろ

一
車
に
よ
る
掌
紋
は
全
事
故
の
四
十
一
う

を

ヌ

通

事

故

か

ら

守

ろ

う

仰

を

ス

ロ

ー

ガ

ン

に

行

わ

れ

る

。

一

一

ー
一
二
釘
に
あ
た
り
、
死
者
は
全
体
の
了
道
路
キ
」
横
断
す
る
と
き
は
必
ず

ム
邑
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
一
に
よ
り
窪
扇
を
展
開
閉
し
て
い
く
。
一
五
十
引
を
占
め
て
い
る
。
一
停
止
し
、
安
全
を
確
か
め
よ
う

*
新
入
学
(
園
)
児
を
中
心
と
し
一
市
内
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
中
…
ま
た
、
今
回
の
交
通
安
全
運
範
一
・
ま
が
る
と
き
は
後
万
m
y安
全
を

た
子
供
の
交
通
事
故
防
止
一
八
百
六
件
の
人
身
交
通
事
故
が
発
一
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
婦
げ
て
い
る
、
一
雲
し
、
高
を
し
よ
う

会
事
、
特
に
高
警
の
交
通
一
号
、
こ
れ
に
よ
り
二
十
四
人
の
一
新
入
学
曾
号
室
事
故
に
了
無
灯
火
、
二
人
妻
傘
を
さ

事
故
主
一
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、
九
百
八
人
一
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
二
年
中
…
し
て
の
片
毒
素
迷
惑
な
路

会
年
運
転
費
雪
量
の
一
が
負
傷
し
て
い
る
。
一
(
幼
児
か
ら
史
子
生
ま
で
)
八
十
一
上
蓄
な
ど
は
や
め
よ
う

無
議
摂
取
の
追
茂
一
こ
れ
を
前
年
と
比
較
す
る
と
、
一
八
件
発
生
し
、
九
十
五
人
が
負
一
@
二
輪
警
官
濃
餐
9
る
と
き
は

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
一
発
生
件
数
が
五
十
九
件
、
負
爆
者
一
傷
、
そ
の
七
十
町
一
恥
が
安
打
中
の
事
一
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
か
ぶ
ろ

警

の

徹

底

一

が

七

十

九

人

と

減

少

し

て

は

い

る

一

警

告

下

校

し

て

か

ら

の

事

一

う

て

交

差

点

な

ど

で

は

有

事

す

一

め

き

号

、

万

一

に

備

え

る

を
重
点
に
お
き
、
街
頭
指
導
な
と
も
の
の
、
死
者
に
つ
い
て
は
十
一
三
放
が
尽
立
っ
て
い
る
。

7
安
全
速
度
を
守
り
、
急
な
進
路
一
主
に
注
意
し
よ
う

7
一
持
停
止
す
横
断
安
打
者
の
安
一
マ
消
火
訓
練
に
積
極
斗

毒
事
故
の
こ
わ
さ
は
、
善
良
一
変
更
は
や
め
よ
う
一
言
動
撃
を
護
す
る
と
き
は
一
全
を
守
ろ
う
一
し
、
初
期
消
火
の
対
応

な
市
民
か
多
少
の
ミ
ス
や
京
設
窓
…
・
カ
l
ブ
の
手
前
と
下
り
坂
は
、
一
・
安
全
な
速
度
で
運
転
し
よ
う
一
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
よ
う
一
に
つ
け
て
お
く

が
あ
っ
た
に
し
ろ
、
あ
る
日
突
然
一

I

l

-

-

:

i

l

l

l

i

-

-

-

-

i

j

i

l

l

一

に

、

加

害

者

や

被

害

者

、

ひ

ど

い

一

一

わ

れ

る

。

一

場

合

は

犯

罪

者

に

な

っ

て

し

き

一

定

量

ぐ

芽

比

可

蒔

立

誌

を

一

マ

日

入

申

し

込

み

票

用

紙

に

一

義

務

教

育

費

に

一

言

、

gd妥
当

/

謀

議

援

を

一

弘

一

と

こ

ろ

に

あ

る

。

一

f
j
Jき
こ

j
;

一
控
室
を
添
え
丈
柔
道
安
全
諜
か
一
お
密
り
の
と
き

確
か
に
、
~
一
義
一
事
故
は
本
人
が
一

4
月
工
尽
か
ら
予
約
加
入
受
付
一
市
内
の
金
融
機
関
(
除
く
郵
便
一

い
く
ら
注
意
U
て

も

務

げ

ら

れ

な

一

一

潟

)

へ

。

一

教

育

委

員

会

で

は

学

一

用

口

問

、

い
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
寸
分
一
い
つ
、
ど
こ
で
あ
う
か
わ
か
ら
一

1
沼
間
以
上
1
か
月
未
満
の
医
師
一
マ
問
い
合
わ
せ
一
先
交
通
安
全
議
一
食
費
な
ど
、

安
全
に
注
意
し
て
い
れ
ば
避
け
ら
一
な
い
交
通
事
故
は
、
ひ
と
た
刊
記
事
一
の
治
療
を
婆
す
る
傷
害
@
伊
万
五
一
交
返
安
全
係
(
内
線
二
五
四
)

れ
た
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
一
放
に
あ
う
と
本
人
の
み
な
ら
ず
、
一
千
円
ま
で
6
段
階
)
に
よ
り
吃
弘
一

新
入
学
(
寧
待
は
、
一
年
の
一
家
庭
生
活
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
一

l

i

l

i

-

-

-

j

i

l

l

-

う
ち
で
も
交
通
事
故
が
多
発
す
る
一
え
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
一

軍

で

あ

る

。

一

そ

こ

て

市

で

は

交

通

事

故

に

一

定

晃

一

攻

撃

逮

ド

運
転
さ
れ
要
は
も
ち
ろ
ん
、
一
あ
っ
た
と
き
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
』
一

f
J、
文

芸

2
h
y
z

市
回
目
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
一
が
お
百
一
い
に
助
け
合
う
た
め
の
平
一
天
ぷ
ら
油
に
ご
注
意
志

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
一
塚
市
交
通
災
害
共
済
制
度
を
設
一

悲
惨
な
交
通
事
故
を
お
こ
さ
ぬ
よ
一
け
、
見
張
金
空
文
給
し
て
い
る
。
一
一
怒
家
庭
に
お
け
る
火
災
の
中
一
事
中
に
な
っ
て
忘
れ
て
し
中

う
、
ま
た
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
注
一
一
v
加
入
で
き
る
方
市
内
に
住
民
一
で
、
こ
こ
数
革
天
ぷ
ら
泊
に
よ
る
一
と
な
ど
に
よ
り
、
火
災
が
由

意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
驚
録
、
ま
た
は
外
間
人
登
録
を
し
一
一
原
忠
の
火
災
が
非
常
に
多
く
な
っ
一
て
い
る
。

。

歩

く

と

き

は

…

て

い

争

万

一

て

い

る

。

昭

和

六

十

一

年

一

一

十

二

夫

ぷ

ら

池

に

よ

る

火

災

宇

宙
道
路
右
君
主
な
と
こ
ろ
を
一
豆
〈
車
問
毎
年
5
R
1
日
1
一
件
、
六
十
子
手
八
件
と
、
火
災
一
た
め
、
次
の
こ
と
を
、
愛

歩

こ

う

一

翌

年

4
月
初
日

(
4
月
1
日
か
ら
一
件
数
の
約
二
±
許
が
天
ぷ
ら
治
に
一
い
た
だ
き
た
い
。

e

道
路
へ
の
飛
び
出
し
ゃ
、
車
の
一
予
約
加
入
を
受
け
付
け
る
)
一
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
一
〉
天
ぷ
ら
治
を
使
用
し
て
岨

夜
話
説
後
の
横
断
は
や
め
よ
う
一
マ
共
済
掛
金
大
人
五
百
円
、
身
一
天
ぷ
ら
池
は
温
度
が
発
火
点
一
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
…
場
ゆ

・
安
全
を
確
か
め
、
横
断
歩
道
一
体
障
害
者
・
精
神
薄
弱
者
s

一
川
歳
一
(
約
四
百
度
)
以
上
に
な
る
と
、
一
に
離
れ
な
い

(
橋
)
や
信
長
品
慨
の
あ
る
交
差
一
以
上
の
老
人
一
一
一
百
円
、
小
人
(
中
一
自
然
と
発
火
し
て
し
ま
う
。
通
一
一
〉
ど
ん
な
に
短
時
間
で
も
、

点
な
ど
を
渡
ろ
う
一
学
生
ま
で
)
二
百
円
一
常
、
揚
げ
物
を
し
て
い
る
と
き
の
一
場

・
夜
間
や
雨
天
の
と
き
は
、
明
る
一
一
〉
共
済
見
舞
金
加
入
者
が
園
内
一
滋
度
は
約
苔
五
十
度
で
あ
る
が
、
一
す

い
襲
で
外
出
し
よ
う
一
で
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
、
災
一
こ
の
揚
げ
物
中
に
華
全

。
滋
転
寧
に
粂
る
と
替
は
一
警
の
稼
度
(
死
亡
e

百
万
m
円
か
ら
一
ど
で
そ
の
場
存
晶
離
れ
た
り
、

童轄440害警

住
民
異
動
、
印
鑑
設
録
、
古
川
税
、
箇
民
健
康
保
険
、
間
出
悶
民
年
金
、
老

し
尿
、
公
共
下
水
道
、
児
童
生
徒
就
学
、
選
挙
、
現
金
出
納
、
ご
み

可
燃
不
透
ご
み
、
資
源
再
生
ご
み
)

ご
用
の
方
は
、
帯
電
話
で
お
問
い
合

都
市
計
画
道
路
大
句
丸
島
線
が

完
成
し
、
コ
一
月
五
日
全
線
開
開
通
し

た。
こ
の
道
路
は
、
平
塚
市
の
幹
線

道
路
で
、
市
内
か
ら
潟
地
崎
地
区
を

結
ぶ
路
線
と
し
て
、
昭
和
五
寸
五

年
に
工
事
を
若
手
し
、
一
一
部
(
県

道
相
模
原
・
大
磯
線
か
ら
王
級
住

運
暴
広
場
ま
で
)
同
開
通
し
て
い
た

が
、
こ
こ
で
、
県
道
平
塚
伊
勢
原

線
ま
で
全
線
開
坦
し
た
も
の
。

延
長
八
百
五
十
れ
で
、
機
員
ト

二
討
の
中
に
、
車
道
が
七
討
、
歩

道
が
両
側
に
一
一
・
五
日
州
つ
い
て
お

り
、
国
道
一
一
七
一
号
線
と
は
、
立

体
交
差
と
な
っ
て
い
る
。

-~ 援な居室
内詳助ど

4 線しし)
さくてに
ーはい
。、るそ

~重量
ぞの

く〉とぎ 3}寺178(木)午後 2 時~4 時 ; 孟 示
4 イ系 を

;<>会場王手塚商工会議所 品一一

( ない義さ で
畿銀総済務総裁漆谷18章氏 一内詳ると務れな

轡しの;息数てお該
[略間 1913年宮捕県生まれ、東京大学相変朝臼新; くで蓋脊 u、
1習社に入社「趨引j朝日」編集長、学芸部長、論説~二は 、子人て嬰さ

、攻ヰミ学科?芸れ
委員そ経て、 1968年に退社。現;tEは、評論家としー_ ~'r.壬か前 見る

へ与意支の悶重量方
て執筆、講積、テレヒーなどで幅広く活躍。且宇給子月手は

ー 謀。';gj共一色$
申し込み商工課工業係(内綿507) 児 れLが日を議

童 ないか支を
1吋叶や叫 γ レ叶 i レや寸ぺ，..，日.(<;: くなら系金 。

fこれからの獲量撃の来衆像と
新しい管理審像j

。
一
鍛
法
棒
棉
談

3
月
口
日
(
木
)
、

3
月
白
円
(
火
)
、

4
月
6
E
(
水
)
、

4
月
日
臼
(
水
)

予
約
制
(
璽
認
で
も
可
)
、
日
時
1
日時

(
〉
嚢
鋭
、
棋
訴
叫
謝
畿
相
談

4
R
8
日
(
念
、
日
時
S
M
時

。
一
韓
市
民
相
該
華
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
立
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
日
は
除
く
)

。
諦
費
生
洋
地
相
談

3
月
四
日
(
金
)
、
回
目
{
金
)

日
時
1
日
時

。
定
例
年
金
識
経

4
月
日
同
日
(
木
)
、
四
時
1
日
時

。
発
明
4
4
諜
特
許
輔
談

4
月
4
日
「
月
)
、
四
時
p
h
i
-
-

日
時

。
下
鵠
取
引
相
談

3
月
幻
自
(
木
)
、
日
時
却
分
ttd
珂
時

。
伎
宅
機
談

3
月
日
日
(
火
)
、
日
時
3
叩即時

務
少
年
抑
制
談
議
(
市
民
セ
ン
タ
ー
二
時
)
抑制

j
七
一
一
一
一
一

月
jS
金
曜
臼
9
時
t
M時
土
曜
E
は
日
時
ま
で

O
協
み
ご
と
は
P

ヤ
ン
ダ
テ
レ
ホ
ン
a

お

i七
八
一
一
一

O

月
う
土
曜
日
9
時
5
日
時
却
分

議

役

会

銭

円

叫

i
一一一一一一一一一一一

O
心
叡
ご
と
椙
畿
笹
週
河
曜
日
、
日
時
5
日時

。
母
手
相
談
聾
咽
瑚
月
1
金
曜
日
、

9
時

st即時

。
家
蝿
毘
描
繍
輔
醐
樟
週
間
月
S
金
曜
日
、

9
時，、ー同時

。
高
齢
者
磯
韓
繍
毅
揮
潟
月
t'金
曜
日
、

9
時
却
分
t
M時

土
瞳
日
は
立
時
ま
で

O
捕
人
相
続
揮
月
第
3
木
曜
日
、
日
時
5
日時
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預金口座をお持ちの取り扱い金融機関の窓口に手

続きをしていただきたい。

'必要なもの 預金通様、印鑑、印紙代それぞれ

申レ込みをするものにより、市移主納容む霊知書、 E富
民健康保験室正、医吉良年金手瞬、公共下水滋使用料十

納入通知書讐

。界再い合わせ主主

・市税(収納課内線280)
府園長健康保険税(保険年金課内線248)
命館民年金保険料(保険年金課内線251)

@公共下水道使用料(業務課内線450)

馬入公園

宮沢公民館

松風公慰

富士見公民館

日向調 1号遊水地

区翌十綴111公露軍

f理由誇?神孝生員百

大野公民館

金自公民館

八幡公民館

万限公匡暫

東八幡公園

金自公民館

豊田公民館

徳延神社

号耳石町公園

中降、公民館

四之宮公民館

南館公民吉宮

花水公爵

土屋公民館

須賀公民館

湖北公民館

東中原公匡菌

汚見公盤

ふじみ野第三公長語

大野公民館

城島公民館

大久保公趨

田村八坂神校

金E公民童書
構内公民館

倍、延神社

桃浜公E覇

中L京公民館

大神寄本神社

農協ゴヒ金民意庫前

平塚保健所

な
っ
た
戦
没
持
の
遺
族
の
方
で
、

弔
慰
金
受
給
者
、
子
、
兄
弟
吐

妹、

3
毅
等
内
の
親
族
(
戦
没
当

時
吋

1
年
以
上
生
計
関
係
の
あ
っ
た

方
)
の
先
制
順
位
の
方

問
い
合
わ
せ
は
、
託
会
諜
管
理

係
(
内
線
一
一
一
〔
)
)
へ
。

月

尽

日

目

白

日

臼

白

日

日

臼

巴

臼

呂

白

白

羽

包

日

臼

ヨ

4

4

5

6

7

8

1

2

3

4

5

8

9

0

2

2

5

6

7

8

0

 

2

2

2

2

2

2

2

 

市内の施設を観光ハスでこ、案内し

ます。お気軽にこ、参加ください。

(参加費無料)

説 3
0 コース粧太ごみ鍛砕処理場一博物館 白寿荘

総合公豊富(平理球場、平壕競技場) 遠藤原 般

廃棄物最終吹町子場

告持事するもの 援金

・to事事労漆 往復はがきに重参加者会員の住所、氏名、
年齢、電話番号を記入のうえ、 3jj 18日(金)ま

でに申し込んでください。先寝泊人

e串l-込み多も干254平塚市浅間町平車市広報課

①犬を首宣言綜させるときは、1l'τrふんの始末j
f引き綱の務照jをしよう。
①犬の放し綴いは危換なので、絶対にやめよう。

担当環境部慢議諜 イラスド 草原侍子さん(真孟小)
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お父さんうまくできる?こま作り

日
ご
ろ
の
公
民
館
意
事
自
活
動
め

成
果
の
発
表
や
、
地
域
の
人
々
の

ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
公
民
館
ま
つ

り
が
関
か
れ
ま
し
た
。

各
公
民
館
で
は
、
地
域
の
人
々

が
焼
き
そ
ば
、
焼
き
と
り
、
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
な
ど
の
模
擬
尽
を
出
し

て
、
ま
つ
り
に
議
を
添
え
て
い
ま

し
た
。展
示
会
場
に
は
、
み
ご
と
な
作

品
が
所
狭
し
と
飾
ら
れ
て
お
り
、

訪
れ
た
人
た
ち
を
魅
了
し
て
い
ま

し
た
。ま
た
、
芸
能
大
会
で
は
、
出
場

し
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
な
ど
に
小
さ
な
応
捜
悶
か
ら

盛
人
に
声
が
か
か
り
、
み
ん
な
一

緒
に
な
っ
て
楽
し
み
、
温
か
い
雰

間
関
気
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
可

子
供
に
大
人
銭
駄
菓
受
売
りん田よ。じようずだね

事緩む強うっか

別問静'暢樹事棋笥喝栴額鵠締

風
呂
場
の
火
の
始
末
と
い
う
最

も
義
援
な
消
火
活
動
が
間
阻
害
さ

れ
て
し
ま
う
。

警
戒
塞
一
吉
が
出
た
ら
、
白
ご
1

ろ
家
族
で
決
め
た
役
割
分
鐙
に
ν

従
っ
て
行
動
し
よ
う
。

・
械
の
上
か
A
栃
を
お
ろ
す

i

.

家
具
な
ど
が
倒
れ
な
い
よ
う
い

に
す
る

震
度
五
以
上
応
な
る
と
ど
ん
。
窓
ガ
ラ
ス
に
ガ
ム
テ
l
プ
を
巾

な
家
具
で
も
倒
れ
や
す
く
、
大
・
出
入
口
を
i

磯
保
す
る

き
な
家
呉
咽
制
度
品
、
冷
蔵
庫
、
ま
た
、
山
控
室
、
居
間
問
、
乳
幼

…
ピ
ア
ノ
な
ど
か
動
き
ま
わ
り
、
党
や
老
人
の
い
る
部
屋
に
は
で

い
械
な
ど
の
落
下
で
け
が
を
す
る
き
る
だ
け
家
具
を
置
か
ず
、
や

こ
と
が
予
怨
さ
れ
る
。
む
を
得
す
置
く
場
合
は
、
倒
れ

け
が
そ
し
た
り
、
家
異
な
ど
な
い
よ
ろ
蜜
き
万
や
悶
定
の
佐

の
下
敷
き
に
な
る
と
、
台
所
や
方
を
工
夫
し
よ
う
。

シ
ェ
イ
プ
ア
ツ

。苦言公IT亀高覇i議・その他の総予選会
・とき 4 n 3日(口) 13: 30~ 
・ところ F.Tピjレ{鮫島ピjレ、長崎屋南側)3階

"申し込み 商工会議所電話22-2510

。平草幸治詰宝労の頚3予選会
・とき 4 f426日(火) 18 ゐ oo-~

・ところ 勤労会館

・申し込み平埠地lX労電話22"5279

OSf'草聖地慾河童豊の部予選会
唱とき 4 F427子ノ'o~) 18: OO~ 

ところ 勤労会館

'申し込み平揮地区間j感電話21-7140

本大会 5月208(金)

市民センター

お 9計
智句

ロ

とき ヰ丹号時
@競技時罪悪 8 時30分~14時30分

・釣りゑ轟 平壕沖(大磯~茅ヶ崎)

a華参加重壁掛 高校生以上320人

e事加料 4.200内

・竃車設設7法 さお1本、針2本まで。おもり 10号~15号

えさ ジャリメ{当日本部で飯売)

申し込み 平埠港釣り手書へ直接または電話を

庄拍郎丸 21-1312 ・豊樟丸 2之5956

@庄三郎丸 21-1012 ・浅八丸 21-0904 

問い合むせ輯ヱ課鏡光係{内綿549)



(5) 

4え

持 3月21活情)午後 1時

横浜大洋一南海

会主語学誘時;場

入場料金

内野拝者
円

円

円

円

滑

0

0

0

o

t

 

0

0

0

0

ぐ

6

5

6

8

3

?

6

 

1

J

U

 

ガ

一
イ

お
レ

認

ブ

電

び

場

よ

球

お

塚

人

入

場

平

大

小

球

f
L
嘩

潔

平
野外

く>~J付台体育費宮(電話31-3057)
@開地趨醤 卓球、パドミントン、パスケッ

ト、軟式嵯球 (~16時)、パレ… (16時~)

• 3月四日(月)午撞 1時~午捷8時まで
・4 月11臼{丹) ノノ

・4 月2"ヨ(月) ノノ

午前号待

[コース]

1区平探競技場横内中学校 8.8km 

z区構内中学校一豊田新幹線手前 4，7km 

3B:豊田新幹線手前一みずほ小学校前 4.8同

4尽みずほ小学校前一宮沢小学校 7.0同

5区吉沢小学校 山域中学校 5.7初

会 長 512王鯖 31守Okm

担:勺体背課電話31-3060

5 



濁
し
た
ロ
S
K
Dレ
ば
ェ
ー
は
、

な

感

覚

で

バ

ラ

エ

テ

ィ

ー

豊

か

な

…

映

し

、

現

在

、

そ

の

ビ

デ

オ

を

窮

構
成
が
さ

dq
内

容

も

豊

骨

髄

で

…

一

書

館

で

一

貸

し

出

し

て

い

る

。

子

供

か

ら

お

年

寄

り

ま

で

ス

穏

広

一

一

ま

た

、

村

芥

投

斎

の

著

書

も

黛

く

お

楽

し

み

い

た

だ

け

る

。

一

一

し

出

し

て

い

る

の

で

ご

m
利
用
を
。

慢

さ

ん

ぜ

ひ

ご

鑑

賞

を

。

一

一

マ

ビ

デ

オ

「

忘

れ

ら

れ

た

グ

ル

メ

マ
日
時

5
月

間

臼

(

木

)

一

一

の

一

冗

ね

村

井

弦

斎

一

カ

ラ

1
ば一
7

a

獲
の
部
午
後
2
時
一
明
治
時
代
の
宇
塚
に
、
グ
ル
メ
一
オ
お
分
、

V
H
S
(包
書
館
視
総

a

夜
の
部
午
後
6
持
一
の
一
見
慣
が
住
ん
で
い
た
。
明
治
文
一
党
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
)

マ
会
場
市
口
氏
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
一
壇
に
特
異
な
地
伎
を
し
占
め
て
い
た
一
一
〉
著
書
(
関
託
児
の
み
)
沖
の
小

マ
内
容

S
K
Dグ
ラ
ン
ド
レ
三
村
井
弦
歳
(
…
八
六
一
ニ

1
一
九
三
島
、
川
崎
大
樹
、
衣
笠
城
、
桑
の

ュ

l

一

七

)

が

そ

の

人

で

あ

る

。

一

弓

、

小

議

、

小

弓

御

所

、

妻

君

下

香
第
一
部
民
謡
シ
リ
i
ズ
一
ふ
一
ス
ト
ー
リ
ー
を
伴
っ
た
料
理
一
女
台
所
問
問
答
、
ム
ロ
一
附
霊
宝
言
、
絞

る
さ
と
紀
行
」
一
本
、
い
わ
ゆ
る
割
烹
(
か
っ
ぽ
一
の
御
所
上
之
巻
・
下
之
巻
、
小
説

@
第
一
一
部
グ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
一
一
三
文
学
と
い
う
べ
き
一
食
道
一
家
よ
@
下
、
小
説
写
真
術
一
、
食
道

一
レ
ビ
ュ
ー
へ
の
招
待
」
一
楽
」
シ
リ
ー
ズ
を
執
筆
し
、
そ
の
一
楽
手
続
簿
、
深
山
の
美
人
、
新

マ
入
場
料

A
席
二
千
五
百
円
、
一
ム
春
夏
秋
冬
の
各
巻
は
数
十
回
も
版
一
橋
芸
者
、
台
所
日
記
料
開
哩
時
閥
、
釣

n
D
轡
手
間
リ
(
全
席
努
J
S

一
数
を
一
重
ね
、
五
十
万
部
も
売
れ
る
一
道
草
剤
上
の
巻
。
下
の
建
飛
乗
太

マ
前
売
券

3
月
お
日
(
日
)
午
一
と
い
う
、
ま
さ
に
当
時
の
大
ベ
ス
…
郎
、
伝
警
鳩
、
司
の
出
島
、
風
船

前
羽
狩
か
ら
発
売
一
ト
セ
ラ
ー
で
あ
っ
た
。
弦
斎
の
著
一
山
師
、
文
議
、
芙
態
峰
、
誉
の
兜
、

守
的
古
均
一
前
市
呉
セ
ン
タ
ー
事
務
一
蓄
に
は
一
食
道
活
用
一
を
始
め
、
数
一
町
民
受
松
が
鴻
島
、
明
治
大
正

局
、
ヤ
ン
レ
イ
レ
コ
ー
ド
、
カ
マ
一
十
種
が
数
え
ら
れ
て
い
る
。
一
文
学
金
集
第
お
巻
、
鎗
一
節
、
復

ヤ
ス
ト
ア
、
世
間
山
元
淫
楽
器
底
、
サ
一
広
報
課
で
は
、
郷
土
の
文
化
と
一
の
風
(
図
欝
抽
出
3
階
参
考
案
)

ク
ラ
妻
鹿
本
忠
、
ヨ
ネ
ザ
ワ
楽

τて
賀
川
す
る
た
め
忘
れ
ら
れ
一
マ
茎
百
(
貸
し
出
し
)
滋
道
楽

器
、
菜
室
園
内
文
筆
、
な
で
…
た
グ
ル
メ
の
一
元
野
義
賓
と
…
上
の
字
下
一
挙
、
重
楽
、
大

し

こ

量

旦

房

総

し

た

ビ

デ

オ

を

制

作

し

、

一

月

一

妻

美

号

、

釣

妻

子

下

一
掃
問
い
合
わ
せ
市
三
十
臼
(
土
)
に
テ
レ
ピ
神
奈
川
川
一
密
書
館
2
階
貸
出
血
事
)

-
事
業
運
営
努
員
会
で
は
、
市
民
一
電
話
認
|
…
一
二
三
五
の
「
ヲ
」
ん
に
ち
わ
神
奈
川
」
で
放
一
1
i
l
f

市
長
主
計
一

六
周
ハ
内
向
U

a

市
ホ
均
ノ
一
ブ
ザ
(
電
話
お
六
一
一
一

一九)
{
園
陸
交
流
・
忍
ド
イ
ツ
震
}

m

期
間

3
月刊
U

日
1
n臼

{
工
警
流
千
警
官
支
部
山
展
}

・期間同

3
月
U
H
R
1小山臼

今
年
で
十
五
回
自
を
議
え
る
平
柄
小
山
日
(
祝
)
さ
さ
ん
か
、
つ
つ

塚
市
緑
化
ま
つ
り
は
、
開
問
月
二
十
じ
、
サ
ル
ビ
ア
、
用
土

九
日
(
祝
)
か
ら
五
月
一
日
(
門
円
以
)
・
羽
田
(
土
)
鍛
く
ち
な
し
、
さ

ま
で
の
一
二
日
開
問
、
八
幡
山
公
開
闘
で
っ
き
、
マ
リ
1
ゴ
ー
ル
ド
、
用
土

問
聞
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
備
工
臼
(
白
)
酔
ふ
主
〔
ノ
、
く
ち

緑
化
ま
つ
り
の
テ
ー
マ
も
、
な
し
、
ベ
チ
ュ
ニ
ア
、
用
土

か
心
な
ご
む
緑
の
筏
ヘ
レ
ッ
ツ
ゴ
マ
配
布
方
法

1
人
1
自
に
限
り

l
/
。
と
決
ま
り
、
植
木
市
、
市
積
木
1
本
、
事
花
3
銭

用

土
1

民
の
花
で
あ
る
な
で
し
こ
の
荷
の
袋
の
い
ず
れ
か
を
、
午
前
昔
時
か

配
布
を
は
り
め
、
多
彩
な
催
し
物
ら
先
巷
績
に
配
布
。

を
表
部
レ
て
い
る
。
な
ム
叫
詳
し
い
行
事
予
~
伝
川
問
、

ま
た
恒
例
と
な
っ
て
い
る
益
広
報
ひ
ら
つ
か
四
月
号

木
、
草
花
、
閣
芸
用
土
の
配
布
せ
す
る
。

は
、
今
年
も
加
mw料
で
配
布
す
る
こ
マ
問
い
合
わ
せ
光
公
恒

と

に

な

っ

た

。

緑

政

係

(

市

内

線

回

一

五

)

門

v
配
布
自
と
種
類

野tP
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吋レ体

制

ヰ

1

品

切

…

ω
ト

悔

や

前

四

ぞ

叫

は

お

か

料

あ

却

)

止

抽

絹

時

時

中

制
約

3

5
立

一

事

~

き

鶴

間

判

持

と

繍

雷

同

〔
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
美
術
展
}
@
…
期
間
同

3
汚
お

5
1出品目

8

間期間同

3
月
幻
自
1
4丹
5
5
一

{
写
真
宇
女
の
B
}

…
中
央
公
民
舘
の

ふ問問

4
月
7

臼
今
日
一
受
付
呂
の
変
更

{

京

経

張

発

表

会

}

一

居
期
間
同
4
月
日
同
日
1
山
口
日
一
四
月
一
日
(
金
)
什
出
巾
山
制
記
す

一
日
に
よ
る
休
鎚
の
た
め
、
四
月
の

務
問
問
ギ
ャ
ラ
ワ
j

一一
一
括
受
付
(
ホ
ー
ル
。
ギ
ャ
ラ
リ

w

中
央
公
民
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
?
一

1
十
月
使
用
分
、
会
議
案
関
係

(
雷
話

M
L
一
一
一
二
一
[
月
使
用
問
分
)
は
四
汚
二
弓
(
本

{
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
絵
萄
教
宅
展
示
一
午
前
九
待
か
ら
と
な
る
。

い
の
な
い
よ
う
に
。

2日

1ヨ

6仁1

7日

7己

8 13 

12日

12s 

13日

14['] 

※全日4公民館

ふじみ野団地集会所

土選小学校

※青沢公民館

※松長正ノ')/4ヰ立

金白小学校

緩みずほ小学校

淡フヨ由民埠市震住宅

酪宝寺

後援問公民館{

業関村ちびっこ広場

城島公民館

山
城
膨
大
佐
)
、
幼
稚
閣
制
(
上

墜
治
港
・
金
百
)
、
公
民
館

(
禁
警
護
苧
富
士
見
a

煩

允
日
行
わ
れ
た
定
期
説
査
に
北
e

大
野
@
刊
日
之
官
a

中
底
。

つ
い
て
、
監
葺
益
出
員
石
田
成
弘
松
が
丘
a

一
関
原
宿
神
田
・
横

弐
、
一
一
部
密
晃
氏
か
ら
報
告
が
あ
内
@
1
十
喜
一
B

九
露
出
)

っ

た

し

マ

結

果

①

予

算

の

勢

打

、

収

{
酢
黍
奈
表
繁
一
芝
入
、
支
出
事
務
に
つ
い
て
適

マ
対
象
小
学
校
(
港
e

富
土
正
に
処
朗
唱
さ
れ
て
い
た
②
施

自
民
・
花
木
・
な
で
し
こ
・
煩
@
設
の
維
持
、
管
障
一
に
つ
い
て
:

勝
康
m

松
延
@
八
機
@
真
土
。
お
お
む
ね
良
好
に
行
わ
れ
て
い

中
原
e

神
田
・
横
山
内
，
金
問
守
た
③
物
品
〈
備
品
)
の
出

み
ず
ほ
)
、
中
学
校
(
太
洋
@
納
、
保
管
に
つ
い
て
:
良
好
に

浜
岳
・
神
田
"
仲
間
内
@
金
旭
・
行
わ
れ
て
い
た

小説・文学

数の風景 松本清張

夜食症の明けない夜羽け松本情子

クロス・ローに 議涼ーすせ

アストロモモンガ 橋本治

私の蔀い苧帖から す甫綾子

指命解雇 清水行

湖底主の家 スチュアート a ウッズ

声は無けれど 丸i河秀子
家庭吟生色〉蕎

きもの美人のきめて 市出ひろみ

綾痛体操のコツ 笹倉博光

健康食かぼちゃ 小林正夫

布花大きな花と小さな花だち

はJとるい

社会科学・その他

いつの包か江Ili皇主管 浜旧日{j八

ゴルフ初級者心持帖 力[1納徹也

キネマに生きる 周e間道太郎

OLはつらいわ 白沢節子

イギリスの郊外住宅 片木篤

予数料矢口らなきゃ損ずる 柴子

俳優の美宇 佐藤忠男

お金持気分て“海外旅行 郎永漢

シルクマジソク 穏と回送町、

又楽 茂手木潔子

ー募集人員 高校生以上 20人

'申し込み 4月 8H (金)までに博物関空

付にある申込用紙で

口部鵠沼 翫鹿月曜日、 3月20口、 3;-=131日、

..j):JI討

す捧鞠舘苧254桟間関電話33

5111 

合こども検盛会

。怒{臼)時、 14時 3糖ホ jレ

ついてン 3悼 パピロンの黄金伝説」

刀ラ…アニメ J02クテ

世狭協議

リ 4}寺17器(臼 10時、時 3鵠ホノレ

1烏梅(うはいけ カラー 27分

襲の時代から、記染めの媒染剤として使

われてきた鳥掲ι乍りそ紹介し、制崎保存
ぴ〉大;リ]，さを訴える。

← Eコ牢の文卓義」 カラー 23分

£にたちのまわりには、さまざまな文様が見

ふれる。その文様のた:様、損問、 3廃材の構成

と表現について紹介Fる。

りi;J:ここ

土問鶴時間

切詞空、参考宝 9時日予印分

・こども京 火~土曜[1 13R 手 ~1611今日分

日曜日 9時~16時間分

.~体館8 毎週月曜日、 3J-j20 日、 3Jj3J日、
4Ji 1[1 

Rど霊碑愛館 干金熊 -41 c，むねJ"-()4Fi

@時間 14時 ~16時

ー募集人員 10人

時申レ込み 4-J-J12日(火)までにィ主揮はが

きて

。ガイタンス 4 月(イニ 14時~16時

すま首文機縁綴議会{年窓会主義)

近党当日刊で)文袴の読みJjを学びなが

ら、地場の震史そさぐる。

，日韓毎月第1、第3土曜日

a 時間 14時~16時

@会場博物館講堂

a募襲人員 高校生以 L 30人

。申し込み 4月25[-1 (fJ)までに性授はが

きて

すこ七簿議霊祭会(年E霊会重量)

大幌五ポ麦、相横川などの身近な掛ぞ訪ね、 l 

動槌物を観察し、日黙を題材とした新聞を{1

る。

@日縄毎月携し第3 と曜日

日寺f笥 148字、-17日了予

。申し込み 3 f-l31lJ (木)までに打書(印

円切子をir，J封)て
すラξ鉢襲軍要器会(年度会重量)

Z互のへjレゼウス照流わたの火宅入;持近

なとの天文現象を観察したり、大体

蝿震診をしながら、ヲ市町しくみを誕べる。

"平~む 1 -~ 2 ~【"

e 申し込み 3月四日(金)までに世援はが

きで

す)守主当然観察重量

県立大船フラワーセJ タ ζ そのf考辺にあ

る自然を盟事ずる。

・期日 4月240 (日〕

ー募集人員 30人く抽せん〉

申し込み 4月四日([ヨ〉までに柱援はが

きで

す少年少女幾務聖堂霊室

絵萄か造形のいずれかを学ぶ。

日程 4月16日月30自の時過土壇臼

く全16間〉

@時間 時 -16時

会対最小学4年生~由学 3年金 15人

E 持ってくるもの絵画道具式

ピ詮悼鰭窃 毎週月曜日、 3月20臼

古膏す年金鰭

千お4]浅間町12-41 電話32--7029

世季語綴そ主かく会(~手渡会主義)

相横川の糠流をめざし亡、流域の白熱や、

人々の生活文化にふれながら法く。

a 日程草月日曜日 1

@募襲人員 10人

e 申し込み 4月 6H (水)までbこ住穫はが

きで

・ガイダンス 4月17日 f日 10時~同時

古車玉fムを霊罵べる重量(年度会員}

市内に建立されている日仏、日塔を謂べて

歩く o

碍 毎月第2、第 4J二三容とi

り

な接を紹介している。

・期間 3 白(七、 ~4 月 17日(日)

@会場博物館特別揖示室

[書記念:鱗識議 e シダjこ離せられて]

。日開 3丹26日{土) 14時----168-子

0会場博物館説室〈入場自由〉

。講師 臼本シダの会委員守タミ湾 民

古獲を見る会「尽食そ箆ょうj

部分ヨ食を罰事する0<参加自由〉
• 6時 3月四日〈金) 10時~12時30分
・会場博物舘麗と

古体著書学望書 f拓本裂をf下ろうJ
・日時 3月27口 (日) 10時~15時

・会場博物館科学教室

募集人員 15人〈抽せん〉

'材料費 700内



瞳受付午後 1時~2時

盟会場保瞳センター

関母子鍵康手帳本冊ー月間冊、筆記用

具、曲ブラシを持参

[3ヵ、月:患1
・4月 6日 62年12月 1 日 ~15日生

・4H即日 62年12月間日~31日生

れ離6か月]
⑤ 4月 5日 61年 10月 16--10日生

・4月四日 61年四月11日~即日生

・4月四日 61年10月 21 日 ~31日生

[3車!lel
・ 4 月 7 目前年 2 月 1 日~14日生

・4月21日 60年 2 月 15日 ~28 臼生

霊忍手063若手3月号 58〈ア〉

む樺憧センター

ヰZ理市中震34-17

0平曜需撞開
平場市畳原町 6-21 電話32~0130

電話34-0311

鱒前期{妊輯6か月まで白万)

4月 4日午後 1時30分-4時

4月11日午後 1時30分-4時

4月18日 午前日時~午桂2時30分
盤桂期(妊腫8か月以降の万〕

4 月 25日午桂 1 時30分~4時

4月308 午前9時四分~日時30分
離会場保櫨センター

関主治医の許可を持てからご参加

を。 30日は、ご芳三捕でどうぞ。

輯持書するもの 母子鵠廉手植、筆

書記用具(全日韓共通〉、スラックス

( 4日と25日〉、さらし、裁怠皇道具

(118)、エプロン、三角巾、タオ

ル (18日〉

輔対象 2!;才覚 6か月まで白筑;j)]児

調会場平塚慌健所

醸相説日 4月 4日、 11日、 20日

韓時間午前 9時-10時(費付)

覇申し込み 電話で平塚埠曜所へ予

約する。

調対象 62年四月 Z白から12月31日

生まれの子供のお母さん

韓日程・時間 4月 9目、 5月13日
6月 10日午前10時~日時30分

舗内容

l自白 串ちゃんに多い病気と育児

2日目新米ママのたのしい子育て

3日間 離乳食の進出方・試食

草生午

保

銭

前

で

は

、

問

密
約
に
、
健
康
・
体
力
づ
く
り
な
一

l
l
i

一

7

年

間

需

品

て

7
月
娘
、
な
で
し
ミ
ま
一
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
と
受
口
指
導
喜
一
皮
革
製
か
ば
ん
の
量
表
示
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月
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幡

、

四

之
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真

一

地

区

一

っ

て
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る
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結
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回
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向
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か
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薬
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の
一
士
、
豊
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、
神
田
地
度
一

9
8
月
花
水
、
港
、
富
士
一
見
地
一
鍵
診
や
、
友
性
の
厄
年
士
一
一
土
ニ
一
粛
・
育
。
ま
わ
り
と
下
は
赤
、
北

と
お
り
実
施
す
る

0

7

5

月

神

田

、

護

岡

崎

、

一

区

一

歳

)

警

な

ど

に

ご

利

用

を

。

一

の

絵

富

妻

、

黄

の

中

空

空

散

布

自

に

専

と

き

家

庭

で

一

金

回

震

で

皇

室

語

、

露

、

亨

日

程

一

は

茶

、

赤

の

中

の

文

字

詰

)

は
、
警
場
所
が
わ
か
る
よ
う
に

7
6月
寄

金

貝

毒

…

室

、

松

霊

童

一

i
員
4
月
8
臼
(
金
)
一
は
、
皮
革
製
か
ぱ
ん
に
つ
い
て
お

し

て

お

い

て

い

た

だ

き

た

い

。

一

吉

沢

、

畑

地

均

区

一

一

生

活

状

況

調

査

と

臣

骨

子

的

検

交

一

り

、

ど

の

よ

う

な

積

媛

(

牛

革

、

一
(
心
意
図
、
羽
糖
、
コ
レ
ス
テ
ロ
一
線
革
、
羊
革
、
馬
車
、
旅
革
、
牛

山

町

蝿

紅

一

1
ル
、
中
性
脂
肪
、
貧
血
、
血
一
重
量
の
皮
革
が
使
用
さ
れ

通

上

二

東

町

南

一

圧

、

尿

検

査

な

と

)

一

て

い

る

か

を

、

消

費

者

に

伝

え

る

附

乱

一

一

欄

一

一

問

主

主

寺

一

i
E
4月
習
(
金
)
一
こ
と
富
約
と
し
て
い
る
。

熊

西

第

成

田

第

車

大

土

真

、

等

一

体

友

協

定

お

よ

び

総

合

指

導

一

裏

一

聞

に

は

、

製

品

の

手

入

れ

方

躍

観

郷

郷

摺

、

真

+

口

預

平

一

一

町

町

罰

中

、

下

下

下

一

古

、

皇

楠

木

、

一

一

v
料
金
三
千
五
苔
内
一
法
と
保
存
方
法
が
記
入
さ
れ
て
い

溝

野

〕

、

、

一

、

、

原

谷

捕

、

町

今

子

関

町

一

マ

申

込

亮

平

塚

保

鑓

附

(

電

話

一

る

。

高

フ

金

部

一

第

一

一

ニ

中

3
一
一
一
東
西
入
、

3

鞭
打
西

3
六

一

一

、

イ

措

東

第

町

第

第

、

金

土

土

土

土

東

輩

、

、

、

金

第

町
端
詔
一
戸
町
一
フ
由
町
町
麗
t
B

郷
郷
町
描
真
真
真
真
用
車
橋
中
下
嶺
語
論
村

旭

国

尼

坂

上

一

鷹

西

東

中

親

下

下

林

由

大

大

大

古

今

自

費

宮

小

本

串

田

増

産

議

度

目

日

日

日

日

明

畿

日

日

日

日

日

日

白

地

臼

日

臼

日

日

噛

日

日

日

日

輔

自

2

4

5

5

7

之

8

9

H

四

日

比

日

土

諸

国

却

自

由

開

見

出

時

訂

村

却

丹

月

月

月

月

額

丹

丹

丹

月

月

月

月

轟

月

月

月

月

月

鐙

月

月

河

湾

問

丹

4

4

4

4

4

E

4

4

4

4

4

4

4

{

4

4

4

4

4

E

4

4

4

4

E

4

 

覆罷対輩 満 3カ、月以上 4議未満の:乳

幼児でBCG接種を]回も受けて
いない人

睡ツベルクリン瞳覆

4月 5日 中原公民館、※金田公民

館

4月 6日 金自公民館、楽中央農協

岡崎支所

4月四日 神田公民館、※城島公民

倉官

4月13日保瞳センター

瞳判定・ BCG播韓
4月 7日 中原公民館、難金田公民

館

4月 88 金自公民館、※中央農協

岡崎支所

4月14日 神田公民舘、楽域島公民

食宮

4丹15日楳健センター

-時間午後 1時 30分から 3

で。※印の金場は午後 2時から

時までロ

。
本
一
療
品
驚
韓
情
織
は
ズ
、
サ
ッ
カ
ー
ポ
ー
ル
、

地
域
づ
く
り
課
市
民
生
活
様
(
内
観
教
材
、
車
い
す
、
ワ
ン
何

一
六
一
二
)
へ
。
ー
カ
:
、
子
世
用
乗
り
物

〈
〉
輯
り
ま
す
ラ
ン
ド
セ
ル
、
ベ
ピ

1

0
綴
っ
て
く
だ
さ
い
衣
類

ふ
と
ん
一
式
、
ク
ー
ラ
ー
、
風
呂
蓋
用
、

4
3
5
費
用
)
、
食
器
戸
棚
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
E
、
問
い
合
わ
せ
(
灯
油
式
、
都
市
ガ
ス
用
)
、
搭
槽
、
種
機
、
冷
蕗
庫
、
温
間
同
式
石
油

が
増
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
問
い
合
わ
学
毛
ふ
と
ん
、
毛
糸
編
み
機
、
整
理
だ
ブ
、
ピ
デ
オ
(
V
H
S
)
、
出

せ
の
と
き
に
は
、
す
で
に
決
ま
っ
て
い
ん
す
、
摘
だ
ん
す
、
ふ
と
ん
、
エ
レ
ク
ク
、
コ
一
輪
自
転
車
、
ピ
ア
ノ
、

る
も
の
も
あ
る
の
で
、
ご
了
承
を
。
ト
!
ン
、
学
習
机
、
サ
ッ
カ
;
シ
ュ
!
ン
、
エ
レ
ピ
ア
ン

串し込みはがきに公樟名と希

望される方の氏名、住所、年齢(学

校名と学年}を記入し、守254平揮

市追分1"20 中央公民錨〈電話34~

2111)へ。

「むかし、むかし、あるところに~. . J民話は、人々の

生活の歴史です。この日本民謡を、テレピアニメーシ

ョンでおなじみのムーミンママ高村章子さんが、立体

感とリズムある諮りで話します。

とき 3}司27認 (8)10待鰯演

※公横中は入・退場できません。

ところ 中央公民緩ヰ糖小ホーJv
。出議声優ムーミンママ 趨将軍草子さん

o演詔 懇命のろうそく、:.!j:なし努ーほか
。対象小学生とその緩(幼児はご遼滋を)

住民異動届は、選挙、就学、国民年金、由民韓廉樺

段、テ間接持、印最証明などのもとになる重要なもむ

です。住所が笈わったときは必ず14口以内に届け出を

してください。

掛け出には、その万の氏名、住所、異動した年月臣、

従前の往所等がわかるようにし、本人または世帯主等

が届け出ることになっています。

うそD層け出をしたD、正当む理由がなく届け出をお

こたった場合は過料が科せられる場合があります。

機関当 市民課市民異動部(電話23-1111内練236)



(8) 昭和63符 3F弓弓 5白

ー
春
休
み
に
は
、

f
一
家
族
連
れ
で
お
花

見
に
山
出
掛
け
る
人
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
私
も
湖
南
平
の
桜
を

何
度
か
見
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
、
今
年
は
他
の
所
へ

行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
内
に
あ
る
花
の
会
附
を
い

く
つ
か
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
黒
部
丘
清
水
和
子
さ
ん
〉

土
産
に
あ
る
擦

一
お
答
え
一J

一
一
一
尚
一
日
十
五
れ
の
愛

宕
山
公
園
幽
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
「
七
国
峠
・
遠
藤
療
の
み

ち
」
の
拠
点
と
な
っ
て
お
り
、

樹
木
の
種
類
も
多
く
、
梅
、
桃
、

桜
な
ど
の
花
の
一
見
ご
ろ
に
は
、

毎
年
多
く
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。

山
頂
か
ら
は
λ
向
、
丹
沢
の

蜂
々
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、

県
立
掃
人
組
合
セ
ン
タ
ー
(
麓
沢

醐
市
江
の
島

z
j
u
-
-
-
電
話
O
四

醐
六
六
町
一
一
一
一
一
)
で
は
、
一

醐
般
県
民
を
対
象
と
レ
た
講
座
を
開

醐
{
工
撞
嘩
記
講
習
}

醐
マ
日
程

4
月
即
日
(
水
)
1
7丹

欄

6
自
(
本
)
ま
で
の
全
日
間

醐
・
時
間
午
前
四
時
1
午
後
3
時

翻
マ
会
場
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

醐
マ
対
象
就
業
を
希
望
す
る
女
性
却

繭
人
(
簿
記
3
級
の
資
格
の
あ
る
方
)

醐
マ
申
込
先
同
セ
ン
タ
ー
婦
人
労
骨

醐
部
(
内
鵠
五
回
一
)

E

抽
せ
ん

醐
{
朝
紐
磁
商
事
務
議
制
醐
}

醐
マ
日
韓

4
月
四
日
(
火
)
1
7
月

晒

5
日
(
火
)
ま
で
の
全

n
B

醐
・
時
間
午
前
日
時
3
午
後
3
時

醐
マ
会
場
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
!

恥
山
田
マ
対
象
就
業
を
希
望
す
る
女
性
問

コ

晒

人

崎
町
訪
問
マ
申
込
先

r
宮
ン
タ
婦
人
労
横

島
亀
絡
部
(
内
線
丘
四
一
一
了
抽
せ
ん

{
拐
組
町
毅
講
習
}

マ
日
程

4
丹
羽
け
(
水
)
1
7
月

6
日
(
ホ
)
ま
で
の
ι

令
担
問
削

時
間
午
前
日
時
1
午
撞
3
時

童謹440器

マ
会
場
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

マ
対
象
就
業
を
希
望
す
る
女
性
日
白

人
(
搭
衣
が
挫
す
え
る
方
)

マ
申
込
先
同
セ
ン
タ
ー
婦
人
労
働

部
戸
内
緯
五
四
一
一
了
先
着
順

{
社
金
書
加
講
壇
・
す
主
ぎ
な
あ
な

た
自
身
託
み
つ
け
よ
う
}

マ
日
程

4
月
日
日
(
金
)
3
5月

日
日
(
金
)
ま
で
の
全
8
田

a

時
間
午
前
日
時
i
u時

マ
会
場
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

マ
対
量
一
披
県
民
高
人

マ
託
児
申
し
込
み
制

(
2歳
1
6

裁
ま
で
)

マ
申
込
先
向
セ
ン
タ
!
生
涯
学
習

部
(
内
緯
京
六
二
島
先
着
騎

県
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
田
年

度
ス
ポ
?
ツ
公
開
講
班
等
に
事
加
さ

れ
る
方
を
霧
聾
す
る
。

{
ス
ポ
j
ツ
公
開
講
鹿
}

守
対
象
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
サ
ー

ク
ル
地
域
で
指
導
し
て
い
る
万
お
よ

び
指
導
者
を
目
指
し
て
い
る
方

マ
日
程
・
種
目

5
R
H
g
(木
)

午
前
・
テ
ニ
ス
、

6
丹
、
訪
日
(
木
)

午
前
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

9
月
3
日

(
上
)
午
後
咽
体
力
づ
く
り
体
撮
、

日
月
羽
田
(
土
)
午
桂
・
軽
ス
ポ
ー

ツマ
会
場
酉
摺
地
反
体
育
セ
ン
タ
ー

V
募
集
人
員
各
種
芭
叫
人

中
参
加
料
無
料

{
ス
ポ
ー
ツ
さ
ラ
一
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
博

ま
た
、
そ
の
近
く
に
あ
る
平
塚

八
景
の
一
つ
遠
藤
厳
に
咲
く
菜

の
花
は
、
富
士
山
の
遠
纂
と
あ

金
}
マ
対
象
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
サ
ー

ク
ル
や
品
詰
ス
ポ
ー
ツ
窃
体
で
3
年

以
上
指
導
し
て
い
る
方
(
市
教
育
委

員
会
の
推
せ
ん
が
必
要
)

マ
日
韓
・
種
目

4
月
即
日
1
6月

四
日
ま
で
の
註
遇
水
曜
日
午
後
・

体
力
づ
く
り
教
室
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

マ
会
場
西
補
地
区
体
管
セ
ン
タ
!

?
募
集
人
員
各
韓
国
剖
人

マ
害
加
料
日
開
料

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
ち
間
体
育

セ
ン
タ
ー
一
一
一
t

出
小
田
原
市
西
摺
勾

l
j
1

訪
・
篭
話
。
四
六
五
岨

二
六
五
O
)
へ。

一
利
子
税
制
制
が
改
正
一

こ
れ
ま
で
の
郵
岡
県
貯
金
非
課
税
制

度
は
、
昭
和
田
年
4
月
1
日
か
ら
の

利
子
税
制
の
改
正
に
伴
い
、
部
議
以

上
の
老
人
、
事
婦
、
身
体
障
害
者
等

を
対
象
と
し
た
制
度
に
改
め
ら
れ
、

該
当
さ
れ
る
万
で
引
き
続
き
非
課
税

の
扱
い
を
受
け
る
た
め
に
は
、
新
た

h
f
d
手
続
き
が
必
要
と
な
る
。

なお、

4
月
1
日
か
ら
郵
便
貯
金

の
預
入
隈
度
額
が
三
百
万
円
か
ら
五

百
万
円
に
引
き
乙
げ
ら
れ
る
ほ
か
、

郵
慢
話
窓
口
で
泊
壊
の
販
売
を
始
め

るロ
詳
し
く
は
、
平
塚
郵
電
』
(
電
話

出
一
二

O
二
)
へ
。

わ
せ
、
ま
る
で
一
枚
の
絵
を
見

る
よ
う
な
奨
し
さ
で
す
。

そ
の
他
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
一
湘
南
平
・
霧
降
り
渓
流
の

み
ち
」
の
途
中
に
あ
る
松
岩
寺

や
霧
降
り
の
滝
周
辺
と
、
吉
沢

の
地
周
辺
に
ゆ
凶
桜
亭
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
l

四
五
凶
五
一
一
一
一
一
回
一
二

は
、
担
時
暗
雲
雰
過
し
て
健
患
を

掃
け
る
慢
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

(
電
話
。
四
五
l
四
五
三
一
一
一
J

一
二
)
を
宅
誌
し
て
い
る
。

マ
3
月
の
一
ア
マ
(
月
)
マ
イ
コ

プ
ラ
ズ
マ
肺
員
、
(
火
)
桂
花
粉
と

臨
む
ア
レ
ル
ギ
ー
、
(
水
)
歯
科
治

捧
と
心
臓
捕
、
(
木
)
わ
き
が
に
つ

い
て
、
(
金
)
臨
液
型
不
適
合
と

は
、
(
土
倉
臼
)
痛
風
む
話

マ
4
月
の
テ
ー
マ
(
円
)
乳
幼
児

の
出
慢
、
(
火

)μ
出
血
の
応
急
処

認
、
(
ホ
)
歯
の
定
期
検
詩
を
受
け

ま
し
ょ
う
、
(
木
)
老
人
と
変
形
性

ひ
ざ
関
節
症
、
(
金
)
腎
ぞ
う
結

右
、
一
土
。
日
)
不
眠
症
に
つ
い
て

家
庭
や
仕
事
な
ど
の
都
合
で
、
毎

日
遜
学
で
き
な
い
万
「
属
学
の
…
機
会

を
与
え
る
た
め
、
改
の
2
校
で
は
昭

和
田
年
度
の
通
信
制
課
程
む
生
一
徒
を

募
集
す
る
。

マ
募
集
校

・
県
立
厚
木
南
角
等
学
校
通
信
制
課

程
普
通
科
一
一
百
七
十
人
(
一
子
関
車

式
市
向
田
一
七
五

-
7
電
話
。
四
六

二
泊
五
一
一
四
六
)

a

県
立
湖
南
高
等
学
校
通
信
制
課
持

話
通
科
八
百
瓦
十
人
(
一
γ
加
藤
沢
市

鵠
沼
神
明
5

6

日
-
電
話
ひ
四

一
ハ
六
也
八
四
五
一
)

マ
入
学
資
格
県
内
在
性
か
G
勤
の

方
で
、
中
学
校
卒
業
ま
た
は
同
担
度

ス
に
は
、
案
内
様
識
絞
や
解
説

絞
も
轄
衡
さ
れ
、
各
所
に
休
憩

施
設
も
あ
り
ま
す
の
て
ぜ
ひ

家
族
お
そ
ろ
い
で
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。
(
商
工
割
問
)

阿
南
市
へ
の
ご
婆
望
、
ご
意
見
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
広
銀
課
広
聴
M
m
(
内線一一一一一一

五
)
へ
。

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方

(
年
齢
、
性
別
不
問
)

マ
募
集
期
間
3
月
日
日
(
金
)
1

4
月
2
日
(
土
}

受
付
時
間
午
前
9
時
:
午
後
5

時
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

マ
応
募
手
続
き
入
学
開
設
と
調
査

蓄
を
提
出

門

v
崩
接
試
験
日

4
月
四
日
(
日
)

詳
し
く
は
、
各
校
過
は
制
課
程
へ
。

マ
日
陸

4
月
1
日
(
金
)
1
6月

8
臼
(
水
)
ま
で
の
全
出
向
ハ
週
2

3
3
日
v

・
時
間
午
後
6
時
3
8時

守
会
場
手
塚
高
仁
会
謀
所

マ
受
講
料
一
万
八
千
円

マ
申
込
期
限
3
月
間
日
日
(
金
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
商
工
会
議

所
(
平
塚
市
松
嵐
町
2

叩
・
電
話

泣
;
一
一
広
一
心
)

ス
ポ
i
ツ

¥
Q側一川

募

金

f
w陀
V

(
敬
祢
時
)

V
ス
ポ
ツ
接
苗
興
基
金
へ
・
潤
井

千
一
三
千
円
、
平
塚
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
十
万
円
、
村
山
実
十
万

円
、
(
株
)
田
興
産
一
ト
五
万

円
、
平
山
崎
市
教
育
委
員
一
向
十
万

円
、
平
場
市
役
が
庁
内
講
師
有
志

一
千
八
百
五
十
円
、
問
村
美
枝
子

五
千
円
、
匿
名
+
一
百
五
十
円
、

五
円
、
万
円
、
一
五
円

(
敬
称
略
)

門

v
社
金
援
松
基
金
へ
・
県
立
平
場

西
工
業
技
荷
高
山
町
7
学
校
生
接
会
九

千
百
四
十
円
、
神
奈
中
商
館
者
労
働
組

合
一
…
万
円
、
山
人
会
一
下
円
、

福
山
長
吉
五
千
円
、
晦
毘
労
働
組

合
七
万
八
千
八
百
五
十
八
円
、
林

雇
朝
出
二
千
六
百
一
ハ
十
九
円
、
チ

#
リ
テ
ィ
ー
競
輪
ク
ラ
ン
プ
リ
肘
実

行
委
員
合
百
万
円
、
熊
沢
武
司

七
千
円
、
千
葉
ミ
ヤ
ヂ
一
万
円
、

千
主
光
男
五
下
向
、
邑
名
四
百

四
斗
七
円
、
原
田
チ
エ
子
一
一
千
八

ー
一
二
円
、
つ
く
し
看
護
婦
家
政
婦
紹

介
所
一
万
円
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
平
塚
酒
阪
会
館
高
一
一
万
七
千
四

百
八
十
羽
丹

マ
老
人
福
祉
へ
・
関
口
光
Z

了
一

万
六
千
九
百
六
ナ
五
月

マ
社
金
曜
社
へ
-
磯
崎
輝
夫
一
一

子
内
マ
め
く
ま
れ
立
い
子
へ
咽
横
断
勉

一
千
円

マ
草
摺
資
へ
・
高
埠
温
子
二

庁
」
ハ
召
七
寸
円

4J寺26(二七) 4発166(土)
8 : 45 神田公民館 8: 45 構内公民館

9 : 05 大野公民館 9 : 05 八幡公民館

9 : 30 豊田公民館 9: 30 松原公民館

9 : 55 域島公民館 9: 50 讃宮公民館

10: 20 関崎公民賠:10 : 10 花水公民館

10: 45 金田公民臨 10: 40 中原公民鯖

11 : 10 金目公民臨 11: 00 旭公民揺
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た
弟
の
王
子
は
、
鳶
を
く
く
っ
て

死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
お
ど
ろ

い
た
兄
の
王
子
は
、
弟
の
な
さ
が

ら
を
だ
い
て
、

吋
あ
あ
、
な
ん
で
早
ま
っ
た
こ
と

を
し
て
く
れ
た
の
だ
。
そ
れ
ほ
ど

こ
の
ね
た
く
し
に
、
み
か
ど
に
な

れ
と
い
う
の
か
」

悲
し
み
の
波
が
ほ
ぼ
を
っ
た

い
、
止
め
ど
も
な
く
流
れ
落
ち
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
兄
の
ニ
慌
が

死
ん
だ
弟
の
顔
に
あ
た
る
と
、
ふ

i
真
+
で
閉
山
之
宮

i

し
き
な
こ
と
に
死
ん
だ
は
ず
の
弟

む
か
し
む
か
し
、
そ
の
む
か
し
一
わ
た
く
し
は
、
と
て
も
み
か
ど
は
生
き
返
り
-
ま
し
た
が
、
兄
の
顔

あ
る
み
か
ど
(
天
皇
)
の
多
く
の
に
な
る
し
か
く
が
あ
り
ま
せ
ん
。
を
見
る
と
、
弟
は
ま
た
死
の
う
と

子
ど
も
た
ち
の
な
か
に
、
二
人
の
お
兄
さ
ん
こ
そ
、
み
か
ど
に
な
る
し
ま
し
た
。

り

こ

う

な

王

子

が

い

ま

し

た

。

べ

き

で

す

」

叶

こ

れ

以

上

、

わ

た

く

し

を

悲

し

弟
の
王
子
は
り
こ
う
念
ヨ
へ
と
い
っ
て
家
に
か
く
れ
て
し
ま
ま
せ
な
い
で
お
く
れ
。
わ
た
く
し

気
立
て
が
と
て
も
や
さ
し
か
っ
た
い
、
だ
れ
に
も
会
い
ま
せ
ん
ど
し
が
み
か
ど
に
な
る
か
ら
、
死
ぬ
こ

の
で
、
み
か
ど
に
た
い
そ
う
か
わ
た
。
回
っ
た
の
は
国
中
の
人
び
と
と
だ
け
は
や
め
て
お
く
れ
。
お
ね

い
が
ら
れ
て
い
ま
し
ι弓
あ
る
と
で
、
弟
の
王
子
が
み
か
ど
に
な
つ
が
い
だ
か
ら
弟
よ
」

き
、
み
か
ど
は
忠
子
た
ち
を
集
め
た
と
思
い
、
み
つ
ぎ
物
の
曲
、
を
持
そ
れ
か
ら
、
一
一
人
は
こ
れ
か
ら

で
、
弟
の
王
子
キ
ぷ
め
と
つ
ぎ
に
し
っ
て
い
く
と
、
の
こ
と
を
約
数
し
ず
¥
兄
が
み
か

品
う
と
拍
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
「
み
か
vcほ
犯
の
F
子
で
す
。
魚
ど
に
な
り
、
弟
は
ま
だ
開
け
て
い

「
お
兄
さ
ん
が
年
上
で
す
の
で
、
は
そ
ち
ら
へ
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
な
い
東
の
国
へ
行
き
、
新
し
い
隠

あ

と

つ

ぎ

に

な

る

の

窓

い

」

を

つ

く

る

こ

と

に

し

ま

し

た

。

そ
う
い
わ
れ
て
、
児
の
王
子
の
弟
の
王
子
は
、
お
お
ぜ
い
の
人

、
出
討
を
こ

ず
い
ぶ
ん
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